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Abstract
  A nut of the genus Juglans (walnut) was discovered from the middle member of the Yushima Formation of the 
Yushima Island in Oyano Town, Kamiamakusa City, Kumamoto Prefecture. It is most similar to the extant Juglans 
mandshurica Maxim. subsp. Sieboldiana (Maxim.) Kitamura, based on its size, shape and surface ornamentation. We 
identified it as Juglans cf. mandshurica Maxim.

キーワード : 湯島層，クルミ堅果化石，更新世前期

はじめに

　熊本県上天草市大矢野町湯島は，周囲約 3.5km，海
抜約 100m の平坦な台地をなしている（図１）．湯島
の地質は更新世前期の湯島層（今西・林 ,1963；長谷
ほか ,2018, 再定義）からなるが，平坦な台地状の頂部は
玄武岩溶岩に覆われている．2016 年 2 月，筆者らの
村瀬と堀江は，湯島の地質に関する調査中に海棲貝類
化石とともにクルミ属堅果化石 1 個を採集した（図２，
図３）．化石は天草市立御所浦白亜紀資料館に寄贈さ
れたことから，長谷によりこのクルミ属堅果化石の類
縁が検討された．
　本論では，湯島層から産出したクルミ属堅果化石の
産状と形状を記述し，産出の意義について考察する．

湯島層について

　上天草市大矢野町湯島の地質に関しては，林（1960）
の湯島層産珪藻化石についての報告に始まる．今西・
林（1963）は日本地質学会西日本支部例会においてそ
の層序を示したがその詳細についての報告はなかった．

中尾（1989）は，湯島層産の貝類化石について検討し，
湯島と有明海を挟んだ長崎県島原半島に分布する北有
馬層（大塚 , 1966）に産する貝類化石との関わりを論
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図２ 湯島の地質図（長谷ほか,2018)

クルミ堅果化石産地を示す

 

 

図３ 湯島の層序（長谷ほか,2018,に加筆） 
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じた．また，鵜飼・香取（2016；2018）も湯島層産の
貝化石について報告した．さらに，須藤ほか（2018）
は湯島層の珪藻化石について報告した．これらの研究
により，湯島層は主に浅海性二枚貝と海棲珪藻により
示される浅海〜干潟域で形成されたと考えられた．
　湯島層の形成時代については，更新世前期にあたる
との見方がなされており（今西，私信，中尾 , 1989），
また，その上位に重なる玄武岩溶岩の K-Ar 年代につ
いて山本ほか（1993）は 0.88±0.11Ma，横瀬ほか（1999）
は 0.82±0.04 Ma とそれぞれ報告した．最近，長谷ほか

（2018）は湯島層中部の凝灰岩のジルコンによる FT

年代および U-Pb 年代がそれぞれ 0.7±0.3Ma，1.26±0.14 
Ma であることを報告した．ただし，この FT 年代に関
しては誤差が大きいことから，湯島層の形成は 1Ma

との認識が示された．したがって湯島層は更新世前期，
ほぼ 100 万年前に形成された可能性が高いと判断され
る．

湯島層産クルミ科クルミ属化石

　今回，新たに採集されたクルミ科クルミ属の堅果化
石（御所浦白亜紀資料館登録 No. GCM-FL204）は，湯
島層の中部層（長谷ほか，2018）にあたる層準から産
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図４　湯島層産オニグルミ堅果化石

 

 

図５　大矢野層産オオバタグルミ堅果化石

５  

（熊本県博物館ネットワークセンター所蔵）

 

Juglans cf. mandshurica Maxim.
Horizon: Middle member of the Yushima Formation 

Locality : Yushima, Oyano-town, Kamiamakusa-city, 

               Kumamoto Prefecture

Collectors. : Masafumi Murase and Kazunori Horie 

Date: Feb. 2016

Collection: GCM-FL204 Juglans cinerea megacinerea (Chaney) Miki 
Horizon: Lower member of the Oyano Formation

Locality: Nagazare, Yanagi, Oyano, Amakusa-gun, 

                 Kumamoto Pref. 

Collector. Shigeru Imanishi 

Date: Apr. 1964~Sept. 1965

Collection: NG31-000062

Prefecture出した．大きさは縦 3.4cm，横 3.3cm である．形状は
ほぼ球形で，先端は尖る．表面には溝状の彫刻があり，
一般に浅いが縫合部に沿って両側はやや深い（図４）．
今回採集されたクルミ属堅果化石は，大きさ，形
状，表面装飾の模様などの特徴から現生のオニグルミ

（Juglans mandshurica Maxim. subsp. Sieboldiana (Maxim.) 
Kitamura）にもっとも類似していることから，ここで
は Juglans cf. mandshurica Maxim. と同定する．ただし，
現生種に比べて地層中での圧密によって幾分変形して
いるとみられる．

湯島層産クルミ堅果化石産出の意義

　上天草市大矢野町北部に分布する大矢野層の基底に
近い泥岩層からオオバタグルミ堅果化石が報告されて
いる（Imanishi, 1965）（図５）．今回のオニグルミに比
較される堅果化石の産出により，大矢野では鮮新世後
期約 300 万年前にオオバタグルミが，更新世約 100 万
年前にオニグルミが生育していた可能性が指摘できる．
すなわち，クルミ属の祖先形であるオオバタグルミか
ら現生オニグルミへの移行期を挟んで両者が産出した
ことになり，日本におけるクルミ科の変遷を考える上
で重要な情報を提供するものと考える．
　今回採取されたクルミ属堅果化石には縫合線を跨い
で殻の先端に達する縦 2cm，巾 1.7cm 穴が１個所ある．

何らかの動物によって囓られて，あけられたと思われ
る．殻の中には白色の果実が残っており，穴を開けた
動物は中の果実を食することに成功していない．通常
であれば，クルミの堅果は縫合線の両側に穴が開けら
れて中の果実は食べられるのであるが，何らかの状況
下で食行動が中断されたことが推測される．
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